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というと、Web 上では IT 用語として、「情報やコンテンツを収集、整理し、それによって
学校図書館員協会の基準に組み込まれたキーワード 1
• 『インフォメーションパワー』 ： IPⅠ 1988
情報社会での学校図書館基準
キーワード ： Critical thinking
• 『インフォメーションパワーｰ パートナーシップの構築』 : IPⅡ 1998
キーワード ： 協働 Collaboration, Rubric
• 『21世紀を⽣きる学習者のための活動基準』2009
キーワード ： ⾔語活動 Reading 
Reading is fundamental skill for
learning, personal growth, enjoyment    
Contexts = 次への課題
『STANDARDS FOR 21st-CENTURY LEARNER IN ACTION』 p86 SKILL BENCHMARKS TO
ACHIEVE BY GRADE 8 



















































































中級〜 課題を定義できる ⇒ 情報を読み取る ⇒ 情報を選択し、
⾃分の課題に沿って、その情報に意味を与える ＝ Curate
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PARTⅢ ASSESSMENTAND EVALUATION P125：Stage of competency
p137‐138 Example of a detailed rating scheme and scale,Example 0f a matrix rating scheme (Bibliographyの例）
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つかが明確になるのではないかと思いました。学校図書館を使った授業の目標をルーブリッ
クにし、教科教員と共有することが、学習支援での学校図書館員や学校図書館の具体的な役
割の理解につながると考えます。 
ようやく今回ですね、こうして訳していただいて、［新基準が日本語で］理解でき、情報
社会のなかで、日本もようやく［探究学習の先進国に］追いついてきたなと思いました。ち
ょっと長くなって申し訳ないのですが、最後になりますが、こういうもの、根気を要する作
業を積み重ねていくなかで、日本型の新しい領域など、「こういう領域はアメリカにはなか
ったぞ。」という事柄を発見・研究するきっかけになるのかもと考えました。ということで、
ちょっと長くなりましたが、私の発表はこれで終わらせていただきます。ありがとうござい
ました。 
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